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緑 花 

海神祭は、毎年、ユッカヌヒー（旧暦５月４日）

今年度は６月６日（木）に行われ、航海の安全や

豊漁を祈願する伝統行事です。その中で中学校対

抗ハーリー競漕大会があり、見事、石垣中学校Ａ

チームが優勝。９連覇達成！おめでとう。Ｂチー

ム３位、女子で結成されたＣチームは７位でした。

（女子のみでは１位）ＢＥＧＩＮの爬竜舟という

歌に、は～り～くい（は～り～ くい）八重山（い

え～まん）かり～ちきれ～は～り～くいという歌

詞があります。石垣中学校にかり～をつけていた

だきました。この勢いで暑い毎日が続きますが、

文武両道で頑張っていきましょう！ハーリーが終

わると梅雨があけるといいますが……どうでしょ

うか？選手の皆さん、お疲れ様でした。引率の職

員、指導者・地域のうみんちゅの方々ありがとう

ございました。また、中二組の祝賀会では郷土芸

能部が伝統芸能で華を添えていました。 

 本日、朝の時間を利用して創立記念日によせて、本校卒業生（１４期）

の黒島健氏を講師にお招きして記念講話を開催しました。 

講師の黒島健氏は今年度、本校が７０周年目を迎えるにあたり、石垣中

学校創立７０周年記念事業期成会を立ちあげるべく準備委員会を発足

し現在、御尽力していただいています。（昭和２４年（１９４９）開校） 

講話の中で、自分たちの学年が１５クラス・約６８０名の生徒がいた

こと。（全体では２．０００名あまり）平得・登野城あたりからも通学し

ていたこと。入学式・卒業式をグランドで行っていたこと等を懐かしく

振り返りながら話されていました。講話を通して、職員・生徒一同、母

校に対する思いや伝統、地域の歴史に関心、誇りを持ち、師弟同行・文

武両道を常として学業に励んでもらいたいと激励をもらいました。 

平野素士生徒会長からは、現在の教育環境に感謝し、伝統ある石垣中

の生徒であることに誇りを持ち、これからも頑張って石垣中の歴史をつ

くっていきたいと力強いお礼の言葉がありました。母校愛・地域愛を大

切に先生・生徒・保護者・地域が一体となり共に頑張っていきましょう。 

令和の節目の年に７０周年を迎える石垣中学校、今日は石垣中学校の

誕生日です。おめでとうございます。 


